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全国的に人口減少・少子高齢化が進行する中、上田市において
も同様の傾向が続く見通しです。人口減少・少子高齢化が進行
すると、地域経済の縮小、税収の減少、地域コミュニティの
担い手不足、年金・医療・介護を中心とした社会保障費負担の
増加など、社会や経済のあらゆる面への深刻な影響が想定され
ます。このような時代の変化に対応するため、人口減少の抑制と
持続可能な社会の実現に向けた取り組みが求められています。

計 画 策 定 の 背 景

第三次上田市総合計画の概要

❶ 市民協働推進 市民や地域コミュニティ、事業者、行政がそれぞれの役割を分担しながら
協働のまちづくりを推進する視点

❷ 人生100年時代
への対応

人々の寿命が延伸し人生100年時代となる中、すべての人が生涯にわたり
生きがいを持ち、元気に安心して暮らせるまちづくりを推進する視点

❸ こどもまんなか 若者や子どもの声を聞き、地域における出産・子育て環境の改善などに努め、
すべての子どもが笑顔でしあわせに暮らせるまちづくりを若者とともに推進する視点

❹ ジェンダー
ギャップ解消

若者に選ばれる「まち」を目指して、既存の社会構造などに由来する男女間の
性別役割分担意識や所得格差、機会の格差を認識し、是正する視点

❺ 持続可能な
社会づくり

ゼロカーボンや循環型社会への転換、災害など危機管理に対する社会の体制
整備など、持続可能なまちづくりを推進する視点

❻ 最先端技術活用 各分野における先端技術の動向を的確に把握し、効率的・効果的・発展的な
まちづくりに先端技術を活用する視点

重視する『６つの視点』
総合計画前期５年間の政策構築・推進に当たり、各分野共通で特に意識して取り組むべき６項目を
重視する『６つの視点』として位置付けています。

総合計画とは
上田市自治基本条例第22条に基づき、総合的かつ計画的なまちづくり
を行うために策定することが義務付けられている市の最上位計画
であるとともに、市民と行政が参加と協働によるまちづくりを進める
ための指針となる計画

将来都市像に込める想い

キャッチフレーズに込める想いひと・まち 輝く
市民が夢や希望を持ち 新しいことに挑戦し
一人ひとりに光が当たり 地域がつながり、支えあい
活気と魅力、賑わいがあふれる まちづくり
しあわせ実感
安全で安心できる
豊かな自然や文化に囲まれて、子育て最適 
自分らしく生きられる
このまちで住みたい、このまちに帰ってきたい
すべての市民や来訪者がしあわせ感じる まちづくり

上田市は晴天率が高く、豊かな自然環境と、買物
など日常生活の利便性を兼ね備えたまちであり、
歴史・文化、観光資源にも恵まれています。
市民が誇りを持ってくらし続けたい“うえだ”、
市内外の人たちから愛される“うえだ”、
みんなに心のふるさとであると感じてもらえる

“うえだ”を目指す意思を表現しています。

【将来都市像】

ひと・まち 輝く しあわせ実感都市ひと・まち 輝く しあわせ実感都市

【キャッチフレーズ】

このまちで くらし続ける このまちが 好きこのまちで くらし続ける このまちが 好き
笑顔あふれる わたしのふるさと うえだ笑顔あふれる わたしのふるさと うえだ

詳細は
市ホームページを
ご覧ください
ID：126016
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■市内の中学生が考えた10年後の上田市の将来都市像
　＝こんなまちになってほしい！

※多く出た意見（言葉）ほど大きな文字で表現されています。

■第三次上田市総合計画における
　10年後の人口目標

140,000

150,000

R2
(2020)

R17
(2035)

（人）

154,055

142,000人以上

138,674

（年）

第三次上田市総合計画における目標値

国立社会保障・人口問題研究所による推計値

人口減少
を抑制

今後の人口減少は避けられないものの、市では総合計画
に基づいて各種施策に取り組むことで、若い世代が希望
を持つことのできる、安全・安心で住みやすいまちづくり
を進め、人口減少の抑制（改善）を目指します。

目指すべき将来展望
総合計画策定の機会に、若者を含むできるだけ多くの
市民に『まちづくり』について関心を持っていただき、
その思いや考えを把握し、計画に反映することを目指し
ました。
いただいた意見は、市ホームページで公開しています
のでご覧ください。

計画策定の特徴

施策大綱６分野のまちづくり計画概要

自治・協働・行政

産業・経済

教　育

自然・生活環境

健康・福祉

文化・交流・連携

自治・地域内分権推進／人権尊重／
多文化共生推進／行財政運営・改革

農林水産業振興／商工業振興／
観光業振興／雇用・労働環境整備

学校教育環境整備／高等教育機関連携／
生涯学習推進

環境保全／地球温暖化防止／公共交通整備／
都市・道路・生活環境整備／防犯・防災

健康づくり／医療環境整備／高齢者支援／
障がい者支援／福祉環境整備／子育て支援

文化振興／スポーツ振興／
移住・定住促進／自治体間連携

（１）自治の推進による活力ある自立した地域社会の実現
（２）すべての人の人権が尊重されるまちづくり
（３）地方分権にふさわしい行財政経営

（１）次代へつなぐ農林水産業の振興
（２）新たな価値を創造する商工・サービス業の振興
（３）魅力ある観光地づくり

（１）次代を担う人づくり
（２）新しい時代を拓く
　　生涯学習環境の整備

（１）豊かな環境を未来につなぐ
（２）良好、快適な生活環境の
　　形成

（１）自分らしい豊かな人生を送る健康づくり
（２）支え助け合う地域社会をつくる
（３）子どもが健やかに育ち、子育ての喜び・
　　楽しさが感じられるまちづくり

（１）多彩な文化芸術の継承と創造
（２）スポーツによる明るく活力に満ちたまちづくり
（３）交流・連携、移住・定住促進による活力あるまちづくり

第第１編編

第第３編編

第第５編編

第第２編編

第第４編編

第第６編編
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